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============================================ 

１．農林水産省 SAVOR JAPAN バーチャルトリップ(京都府伊根町)の開催 

============================================ 
 

農林水産省食文化室が実施しております SAVOR JAPAN(セイバージャパン)の情 

報発信の取組のひとつとして、認定地域を舞台としたバーチャルトリップを実施いたします。 

今年度は 3 地域での実施を予定しており、第 1 弾は京都府北部「伊根町」の旅を 

10 月 16 日(土)に YouTube でライブ配信いたします。 

昔ながらの漁村風景が残る伊根町は、有名な舟屋群の風景は勿論、魅力的なグル 

メ、風情のある温泉宿など、魅力がたくさん詰まっています。 

全編英語での配信となりますが、御関心のある方はぜひ御覧ください。 

・開催日時：令和３年 10 月 16 日(土)13：00～14：30(予定) 

・参加方法：バーチャルトリップは「YouTube Live」を使用します。 

通信料は御自身の御負担になります。 

https://youtu.be/0iKauE3iT3E 

なお、当日のガイダンスはすべて英語で行われます。 

後日、アーカイブ配信の予定です。 

また、今月 11 日(月)に、農林水産省英語版 Facebook に、告知記事を投稿し 

ておりますので、拡散いただけますと幸いです。 

https://www.facebook.com/maffjapan.en/posts/1718383908334235 
 
============================================ 



２．農林水産省 食文化の保護・継承に関する令和 4 年度予算概算要求資料 

  を公表 

============================================ 
 

農林水産省食文化室は、食文化の保護・継承に関する令和 4 年度予算概算要 

求(対財務省)を、以下のとおり行っています。 

基本的な仕組みとしては、前年度と同様であり、同額の要求内容となっています。 

１．食体験コンテンツの造成・提供支援 

地域の食・食文化の魅力で訪日外国人の誘致を図る重点地域(SAVOR JA 

PAN)を中心に、訪日外国人のニーズに対応した食体験コンテンツの造成・磨き上 

げを支援するとともに、DX の活用等による効果的かつ一元的な情報発信を支援 

します。 

２．日本の食文化の多角的な価値の整理・情報発信 

（令和 3 年度：「うちの郷土料理」） 

食文化の多角的な価値の情報(伝統食品)を、体系的に整理・調査し、国内 

外にわかりやすく情報発信します。 

３．食文化コンテンツ関連の人材育成 

（令和 3 年度：「和食文化継承リーダー」等） 

国内外に向けて食文化の普及活動を行う中核的な人材の育成等を行います。 
 
https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/attach/pdf/index-45.pdf 

 
============================================ 

３．農林水産省 食育の推進に関する令和 4 年度予算概算要求資料を公表 

============================================ 
 

第 4 次食育推進基本計画に掲げられている目標達成に向けて、令和 4 年度予算 

概算要求では以下の事業を行うための予算を要求しました。 

① 食育活動の全国展開事業 

食育推進全国大会の開催や、デジタルを活用した食育の推進、フードガイドの見 

    直し等を行い、食育の全国展開を図るための予算となります。 

② 消費・安全対策交付金のうち地域での食育の推進 

令和 3 年度までは食料産業・６次産業化交付金で実施していた「地域での食 

育の推進」を令和 4 年度からは「消費・安全対策交付金」の中で実施します。 

事業内容は、概ねこれまでと変わりませんが、孤独・孤立対策として多世代交流 



や共食の場の提供が重要になっていること、コロナ禍によりオンラインやデジタル媒体 

での食育活動が求められていることから、これらの取組は優先的に支援することとし 

ています。 
 

https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/torikumi.html 
 
============================================ 

４．和食会議 第２回普及・啓発部会「伏木会長の YouTube 講演会」 

============================================ 
 

和食会議は、今回、「出汁の神秘」をテーマに伏木会長の講演を YouTube にアッ 

プしました。 

～ 健康的な食生活のため、“だし”の「うま味」のおいしさを再確認 ～  

 ＜内容一部抜粋＞ 

日本人の嗜好性の中心には「うま味」がある。“だし”の「うま味」を主体とした日本 

の味わいは、脂肪を多く含む料理に比べて低いカロリーで充分な満足感・幸福感が 

得られる。子どもに“だし”のおいしさを教えたい。食嗜好は遺伝しない。食嗜好は後 

天的。放置すれば一世代かぎりで消滅する。継承のためには、子どもの頃から、「う 

ま味」のある“だし”や伝統の料理のおいしさを教えることが重要。 
 

https://youtu.be/LtRPIvboRQA 
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 
  ○  東北地域の和食文化メールマガジンへの御意見・御要望をお待ちして 

おります。 

         問い合わせ先：東北地域の和食文化ネットワーク事務局 

                              東北農政局経営・事業支援部地域食品・連携課 

                       担当：澤田、佐藤（成） 

        ＴＥＬ：022-221-6403（ダイヤルイン） 

        ＦＡＸ：022-722-7378 

        メールアドレス：keisyonw-tohoku@maff.go.jp  
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 

★ ＜農林水産省の Web サイト（和食文化ネットワーク）＞ 

 https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/network/main.html 



 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 
   ★ 東北農政局や農林水産省では、このほかにもメールマガジンを発行して 

おります。 

配信を御希望される方は、御登録をお願いします。 

    ⇒ https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html 
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 


